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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。
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「あいちの印刷」　名刺広告　81.5×48mm
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掲載順不同

明けまして
おめでとうございます
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H I R O K I   N A G A N A E
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名古屋支店
支店長　  北　村　英　一

名古屋市千種区千種通 5 − 8
電話 741 − 5351（代表）
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本　　社　〒460-0002
　　　　　名古屋市中区丸の内2-1-36　NUPフジサワ丸の内ビル6F
　　　　　TEL052-307-5009 FAX052-307-5015
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　　　　　http://www.cptc.co.jp  e-mail:mnie@cptc.co.jp

ソリュー ョン

中日本支社

中日本支社 黒木 崇之

藤 岡  毅

takeshi-fujioka@ma.dic.co.jp
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052（528）1070 052（528）1071
サンシャイン浄心南601

〒451-0031 名古屋市西区城西3丁目21-12 

名古屋市東区泉1-20-12　電話（052）962-5771
メディアージュ愛知１階

専務理事　　河　原　善　高
　　　　　　事務局職員一同

愛知県印刷工業組合事務局

共に学ぶ仲間募集中
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も変化の兆しがみられます。
　印刷産業は産業社会的に非常に重要な産業です。その
ためには自社の中で新しいことにチャレンジする技術や
イノベーションを興し、社会実装されていくような事業
を目指し、成長を志向しているかどうかということが問
われます。成長自体は売上や企業価値、利益、従業員な
ど、何らかの指標を大きくしていこうという意図がある
ことが重要です。更に中小企業が世代交代を機に何か新
しいことを始めたりするのでそれもスタートアップとい
うことです。カタカナでアトツギと書いて、新しいこと
にチャレンジする若者世代経営者です。中小企業庁でア
トツギ甲子園を開催して盛り上がっています。
　「成功するから幸せになるのではなく、幸せであるか
らこそ成功する」持続可能な社会を実現するためには、
個々の人々が幸せであることが必要であり、誰かに勝つ
ことを目的とする社会ではなく、他者の考えを受け入れ、
自分の意思を表明できる社会が重要であると考えます。

「ことをつくるよろこび」「ひとにとどくよろこび」「と
もにのびるよろこび」皆様とともに積極的に協働して、

「価値協創」を拓き未来をつくりましょう。
　今秋もクリエイターコラボ事業、第 2 回「ワクワク
ぷりんと博覧会」を開催します。クリエイターとは、「す
べての人々がより良い未来を便利なものにするため、行
動し具現化できる人」と考えます。日本の GDP600 兆
円に対するインバウンド消費は現在の 5 兆円から 30 兆
円を超える可能性があると試算されています。このマ
ーケットにも注力し日本の伝統、文化、歴史を発信し、

「Happy Industry ～人々の暮らしを彩り幸せを創る印
刷産業」のスローガンのもと祖業からの DNA を開花さ
せましょう。

　恭賀新年 2025 年の干支は「乙巳（きのとみ）」で、「乙」
は十干の 2 番目で、「軋（きしむ）」を意味しています。
陰陽五行説では木の陰のエネルギーを表し、植物が成長
し広がっていくような意味合いです。柔軟性や協調性を
象徴し、周囲との調和を保ちながら自身の目標に向かっ
て進んでいく力を表しています。60 年周期の干支の中
では 42 番目に位置し、「努力を重ね、物事を安定させ
ていく」という意味合いを持つ年とされています。十二
支では「巳（へび）」です。「巳」は、豊穣や金運を司る
神様として祀られてきた動物で、古くから神の使いとし
て信仰の対象とされてきました。脱皮することから「復
活」と「再生」を意味し、不老長寿など縁起のいい動物
として考えられています。
　スタグフレーションが、私たちの生活に悪影響を与え
ていますが、今こそ平成のデフレ時代から新しいステー
ジへ勇気をもって変革するタイミングです。物価の上昇
や増税のスピードに戸惑いながらも経済活動に憂いてい
ては、明るい未来は描けないと思います。イノベーショ
ンのジレンマの解決策は、自社の中にイノベーション専
門部隊を組織すること。ひとりでやるのではなく、「価
値協創」を実行しているスタートアップや産業社会と経
済成長をドライブする必要があります。
　日本政府は 2022 年を「スタートアップ創出元年」と
し、育成 5 か年計画で支援を強化しています。育成 5
か年計画とは、人材・ネットワークの構築、資金供給の
強化と出口戦略の多様化、オープンイノベーションの推
進で、一兆円規模の予算を確保しています。中小機構で
は、相談対応、アクセラレーションプログラム、インキ
ュベーション施設等の事業展開。公的融資制度や資本制
ローンなどの金融制度も充実し官邸主導で各省庁の意識
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

巻頭言
「価値協創が拓く未来」

～復活と再生～
愛知県印刷工業組合　理事長　酒 井  良 輔
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昨年度の「印刷会社の新入社員研修会」と
新入社員基礎研修の講座を担当した㈱オ
フィス・ウィズ代表の竹内和美講師。

■愛印工組：新入社員研修会のご案内

「印刷会社の新入社員研修会」　4月2日開講

共通コース①、②、③／営業コース④／製造コース⑤

■「印刷会社の新入社員研修会」問い合わせ先
　愛知県印刷工業組合
　〒 461-0001 名古屋市東区泉 1-20-12 メディアージュ愛知
　TEL052-962-5771　FAX052-951-0569
　https://www.ai-in-ko.or.jp

　愛印工組（労務・新人教育委員会）では、令和7年度「印刷会
社の新入社員研修会」を4月2日〜 5月20日までの2か月間に
わたり開催します。研修内容は印刷人、社会人としての基礎
知識を始め、営業・製造各分野において活躍できる人材の育
成を目指し、3コース5講座が用意されています。いずれの講
座も経験豊富なベテラン講師が担当します。
　■3コース5講座の内容
　■共通コース①／②／③
　共通コース①／②では、社会人に求められる能力、マナー、
印刷に関する基礎知識などについて学びます。
　①の講座では、新入社員基礎研修（社会人基礎力）、コミュ
ニケーションスキルなどを学びます。
　②の講座では、印刷現場における5S・品質管理、印刷に関す
る基礎知識、多種多様な印刷と加工、印刷料金の基礎知識、印
刷デザインの基礎知識、印刷会社の企画提案などについて学
びます。
　③の講座では、これからの印刷業界をテーマに、印刷と
Webの連携、印刷通販とWeb受注、今後の印刷業界、いまさ
ら聞けないインターネット広告の基礎知識、実例：車検業の
ネット集客の現場、印刷会社が挑む動画制作、多様化する動
画の役割、動画ができるまでの業務行程など、最新の知識・技
術を習得します。
　■営業コース④
　営業コースでは、印刷会社の営業マンとして必要な基礎知
識の習得をメインに、営業の真の目的から顧客の問題解決ま

で学びます。特に、文字と組版、印刷ビジネス基礎講座では、
Section①印刷と文字、文字組版や文書作成におけるUDの
知識、Section②マーケティング、ブランディングと印刷物
の関わり方、Section③ 印刷トラブル、データ入稿対策など
が組まれています。
　■製造コース⑤
　印刷会社の現場に携わる社員として、知っておきたい印刷
技術講座を開講します。講座は、はじめての印刷機、印刷工程
での専門用語、安全管理教育などと共に、現場研修として実
際に工場見学を行ないます。工場見学では、仕事の流れ、現場
での注意点、初歩的なノウハウ、さらに、印刷現場で起こりや
すい間違った印刷、印刷工程での品質管理などを学びます。

　主催する愛印工組では、「新入社員研修は毎回充実した内容
が好評を得ており、多くの受講生が参加しています。この研
修会は、印刷業界全体のレベルアップを図ることを目的とし
ており、愛印工組の組合員のみならず、関連業界の新入社員
研修にも利用できるよう門戸を広げています。また、全講座
に参加する必要はなく、興味のある講座のみの参加も可能で
すので、ぜひ挑戦してみて下さい」と呼び掛けています。
　このように、愛印工組の新入社員研修会は、幅広く誰でも
参加できるのが特色になっています。
　※次ページに新入社員研修会カリキュラムを掲載しました
ので、研修内容、開催日程、会場、受講料など確認ください。
　※愛印工組主催の「新入社員研修会」に参加された企業は
人材開発支援助成金が活用できます。助成は、「受講料に対す
る助成＋参加する従業員の賃金助成」になります。この助成
を受けるための「助成金説明会」が、昨年11月にメディアー
ジュ愛知で開かれました。制度の概要、申請手順などを次
ページに紹介しましたので参考にしてください。

社会人としての基礎から
印刷営業・制作・印刷技術の基礎まで

研修会は誰でも参加でき
講座の途中からの選択も可能
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会場及び 会場の
年月日 曜日 開催時間 定員 受講料 パック料金

社会人に求められる能力　等 7時間 R7/4/2 (水)

ビジネスマナーについて　等 7時間 R7/4/3 (木)

社会人基礎力の伸ばし方　等 7時間 R7/4/4 (金)

7時間 R7/4/7 (月)

7時間 R7/4/8 (火)

7時間 R7/4/9 (水)

印刷会社におけるはじめての5S活動・改善活動の基本 7時間 R7/4/10 (木)

印刷会社におけるはじめての品質管理 7時間 R7/4/11 (金)

概説／印刷物制作工程概要／印刷物制作の基礎知識-1／
色と光／印刷用紙／印刷インキ 7時間 R7/4/14 (月) 32名 22,000円

印刷物制作の基礎知識-2／DTPデータ制作の基礎知識／
DTP出力・CTP出力／印刷／製本・加工 7時間 R7/4/15 (火) 32名 22,000円

印刷技術の基礎知識／オフセット印刷／デジタル印刷／印刷技術と品質 7時間 R7/4/16 (水) 32名 22,000円

㈱鈴木紙工所 1.5時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～10:30 32名 5,500円

モリカワペーパー㈱ 1.5時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
10:30～12:00 32名 5,500円

4 印刷の後加工について（断裁、製本、加工　等） タナカ 4時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
13:00～17:00 32名 13,200円

印刷とインキ 東洋インキ㈱ 1.5時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～10:30 32名 5,500円

デジタル印刷の特徴と付加価値について 富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン㈱ 1.5時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

10:30～12:00 32名 5,500円

6 紙の種類・性質と選び方について 平和紙業㈱ 4時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
13:00～17:00 32名 13,200円

7 特殊印刷加工（シルク・加工） プリントス㈱ 3時間 東桜会館
9:00～12:00 32名 11,000円

東海北陸シーリング印刷
協同組合 1時間 東桜会館

13:00～14:00 32名 3,300円

太美工芸㈱ 3時間 東桜会館
14:00～17:00 32名 11,000円

7時間 R7/4/22 (火)

7時間 R7/4/23 (水)

10 印刷デザインの
基礎知識

「グラフィックデザイナーに求められること」 デザインとは?／デザイナー・ディレクター
の役割／仕事の内容と役割／紙媒体の広告効果を考える ㈱サンアート印刷 7時間 R7/4/24 (木) ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

9:00～17:00 32名 22,000円

11 印刷会社の
企画提案 企画提案とプレゼンテーション HIME企画 7時間 R7/4/25 (金) ㈱マルワ

9:00～17:00 20名 22,000円

印刷とWebの連携
印刷通販とWeb受注／今後の印刷業界／　他 ㈱活英社 3時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

9:00～12:00 32名 11,000円

MUDについて　MUDとは／MUDの必要性／印刷業界におけるMUD／　他
SDGｓについて ㈱マルワ 4時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

13:00～17:00 32名 13,200円

いまさら聞けないインターネット広告の基礎知識
実例:車検業のネット集客の現場 知多印刷㈱ 2時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

13:00～15:00 32名 6,600円

印刷会社が挑む動画制作　動画ってなに?
多様化する動画の役割　動画ができるまでの業務行程／　他 ㈱キャン・ドゥ 2時間 ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

15:00～17:00 32名 6,600円

1 営業の真の目的とは／ロールプレイングの目的とは／
第一印象、挨拶／顧客の問題解決／　他 ㈱ハーモネット 7時間 R7/5/9 (金) ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知

9:00～17:00 32名 22,000円

2

文字と組版と印刷ビジネスの基礎講座
【Section１】 印刷と文字、文字組版や文書作成におけるUDの知識
【Section２】 マーケティング、ブランディングと印刷物の関わり方
【Section３】 印刷トラブル、データ入稿対策

㈱モリサワ 7時間 R7/5/12 (月) ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～17:00 32名 22,000円

1 はじめての印刷機／印刷工程での専門用語／安全管理教育 ㈱小森コーポレーション 7時間 R7/5/19 (月) ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～17:00 32名 22,000円

【工場見学】
実際の仕事の流れ／現場での注意点・初歩的なノウハウ

㈱マルワ
（工場見学） 3時間 ㈱マルワ

9:00～12:00

印刷現場で起こりやすい間違った印刷
印刷工程での品質管理 ㈱マルワ 4時間 ㈱マルワ

13:00～17:00

愛知県印刷工業組合　令和7年度
【印刷会社の新入社員研修会】カリキュラム

会場:メディアージュ愛知3階会議室、東桜会館　他
（税込金額）

㈱マルワ
9:00～17:00 20名

77,000円

55,000円

55,000円

44,000円

ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～17:00 32名

ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～17:00 32名

教科の内容（概略）

(水)

(金)

(月)

32名

ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～17:00

10名R7/5/20 (火)

R7/5/8 (木)

R7/5/7

R7/4/17

R7/4/18

R7/4/21

日本印刷技術協会

労務･新人教育委員会

49,500円

19,800円(木)

ﾒﾃﾞｨｱｰｼﾞｭ愛知
9:00～17:00

印刷人として
知っておきたい
印刷技術講座

38,500円
22,000円

8,800円

19,800円

11,000円

13,200円

44,000円

38,500円

印刷会社の社員としての基礎知識
積算体系と工程別算出法
各種印刷物別の積算事例

特殊印刷加工（シール・ステッカー）

2
⑤

新入社員基礎研修
(社会人基礎力)

コミュニケーション
スキルセミナー

「印刷」に関する
基礎知識

多種多様な
印刷と加工

これからの
印刷業界

印刷現場における
5S・品質管理 他

9 印刷料金の
基礎知識

営業及び企画に
必要な基礎講座

②

1

1③

④

①

講座
番号

アイキャリア㈱

仕事でのコミュニケーションスキル
話し方・距離感・メールの送り方・所作全般
コミュニケーションスタイルの違いを理解する
ロールプレイングを中心とした実践演習　他

2

5

8

3

時間数

㈱オフィス・ウィズ1

2

紙の特殊加工（トムソン打抜き・表面加工）

㈱マルワ

開催日 １人当りの受講料職務・教科等 講師予定

（R6/11/1 現在）

(公社)
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〒530-0038　大阪市北区紅梅町2-8　　  ☎（06）6358-9131㈹
〒104-0032　東京都中央区八丁堀4-5-5　☎（03）3523-8711㈹

■愛印工組／労務・新人教育委員会

新入社員研修（OFF-JT)に活用できる「助成金説明会」開催
経費助成：受講料の45％、賃金助成1人1時間760円

会の山本芳弘委員長による「申請書の書き方」の2部構成で行
なわれた。本稿は、亀子、山本両講師の講演内容と配布された
資料「人材開発支援助成金」、「助成金申請の手順」なども参考
に編集部で構成した。参加者は11社13名。

　愛印工組／労務・新人教育委員会（山本芳弘委員長）は、11
月19日メディアージュ愛知3階会議室において、新入社員に
活用できる「大変お得な助成金説明会」を開催した。説明会
は、愛知労働局 あいち雇用助成室 の亀子美穂事業主支援ア
ドバイザーによる「助成金制度の概要」、労務・新人教育委員

■「助成金制度の概要」

「認定実習併用職業訓練」、「人材育成訓練」2つのメニューを紹介

講師
亀子 美穂
愛知労働局 あいち雇用
助成室 事業主支援アド
バイザー

　■人材開発支援助成金は、事業主が雇用する労働者に対し
て、その職務に関連して専門的な知識及び技能の習得をさせ
るための職業訓練などを計画に沿って実施した場合、訓練経
費や訓練期間中に賃金の一部などを助成する制度になる。
　■新入社員研修会で利用できる助成金としては、組合など
が実施する新入社員研修会に参加する「人材育成訓練」（OFF-
JT)と、新入社員研修会に参加し、さらに自社での実践トレー
ニング（OJT）を組み合わせて行なう「認定実習併用職業訓
練」とがある。
　■人材育成訓練は、職務に関連した専門的な知識及び技能
の習得をさせるための職業訓練になり、事業主または事業主
団体が実施する場合のメニューになる。対象としては、「①

OFF-JTにより実施される訓練（事業内訓練または事業外訓
練）、②実訓練時間が10時間以上」などが条件となっている。
　■認定実習併用職業訓練は、助成金申請に先立ちOJTと
OFF-JTを組み合わせた訓練計画を作成し、実施計画の認定

（大臣認定）が必要になる。大臣の認定要件としては、「①訓練
対象者が15歳以上45歳未満、②訓練実施時間が6か月以上2
年以下、③総訓練時間数が1年間あたりの時間数に換算して
850時間以上（6 ヶ月間の場合は425時間以上）、④総訓練時
間数に占めるOJTの割合が2割以上8割以下、⑤訓練終了後
にジョブ・カードにより職業能力の評価を実施する」などが必
要である。対象としては、「15歳から45歳未満の労働者で、①
新たに雇い入れた者、②申請前にすでに雇用されている短時
間労働者であって、引き続き、通常の労働者に転換した者、③
既に雇用する被保険者」などとなっている。
　■人材育成訓練の助成額については、経費助成として受講
料の45％、賃金助成は1人1時間当たり760円になる。
　■認定実習併用訓練のOFF-JT助成額については、経費助
成として受講料の45％、賃金助成は1人1時間当たり760円
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■「助成金申請書の書き方」

申請前の準備（手続き）から申請の注意事項（書類の書き方）

講師
山本 芳弘
愛印工組 労務・新人教
育委員会委員長

となる。さらに、OJT実施助成として1人1コースあたり20
万円も併せて受けられる。
　■対象となるOFF-JTは、「事業内訓練」と「事業外訓練」の
いずれかにより実施されるものが対象となる。事業内訓練と
は、「①自社で企画・主催・運営する訓練計画により、社外より
招聘する外部講師により行われる訓練、②自社で企画・主催・
運営する訓練計画により、部内講師により行なわれる訓練、
③事業主が自ら運営する認定職業訓練」のいずれかに該当す
る訓練。一方、事業外訓練とは、社外の教育訓練機関に受講料
を支払い受講させる訓練になる。例えば、公共職業能力開発
施設、職業能力開発総合大学校、認定職業訓練を行なう施設、
その他、学校教育法による大学、各種学校などが当てはまる。
　■対象とならないOFF-JTは、例えば、職務に直接関連しな
い普通自動車運転免許取得のための講習や、接遇・マナー講
習など、社会人としての基礎的なスキルを習得するための講

習は助成対象とはならない。ただ、愛知県印刷工業組合が実
施する新入社員研修では、OFF-JTの訓練時間数に占める時
間数が半分未満であることから助成対象になっている。
　■対象となる経費は、事業内訓練、事業外訓練に要した経
費が支給対象になる。事業内訓練での対象となる経費は、「①
部外講師への謝金・手当、②部外講師の旅費、③施設・設備の
借上費、④学科や実技の訓練などに必要な教科書・教材の購
入費、⑤訓練コースの開発費」など。一方、対象とならない経
費は、外部講師の旅費・宿泊費のうち上限を超えるものやタ
クシー代、食費、汎用的に使用するパソコンなどは除外され
る。事業外訓練で対象となる経費は、受講に際して必要とな
る入学料・受講料・教科書代など、あらかじめ、受講案内など
で定めているものは経費として認められる。対象とならない
のは、受講生の旅費、宿泊費などになる。

は11月30日までに提出する）。②OJTの訓練担当者全員の出
勤簿も提出となる。重要なポイントとして、訓練対象者と訓
練担当者の出勤簿を必ずチェックして、訓練実施日に対象者
と担当者が必ず出勤していることを確認する。
　■確認事項として、①申請担当者を明確に決めておく、②
新入社員には訓練前にしっかりと説明をする（特にOJT訓練
報告書）、③わからないことは愛知労働局の担当者に相談す
る、④様式は、訓練実施計画届を提出した年度のものを使用
する。例えば、令和7年4月1日から訓練開始なら計画届は1か
月前（2月末）までに提出しなければならないから、様式は「令
和6年4月1日から令和7年3月末日」のものを使用する。
　■注意事項として重要なポイントは、本人がパソコンで入
力しても良い部分と本人が直筆で記入しなければならない部
分があるが、全部を直筆にした方が間違いない。その他注意
事項として、①消えないボールペンで記入し、シャープペン
や消えるボールペンはNG、②ホワイトでの修正はNG。2本
ラインで本人の訂正印が必要、③印鑑にシャチハタを使用す
ることはNG、④定時時間外（残業）の訓練は対象外、⑤休日な
ど休んでいるのに訓練をしていることは対象外、⑥出勤簿と
報告書の整合性は確認しておく。
　■申請が毎年複雑になっており、提出資料も増えてきてい
る。また、審査も厳しくなっていることから、特に注意するこ
とは、「①提出期限を守る、②変更した場合も期限がある、③
使用する様式の年数を間違えない」ことなどである。また、教
育訓練期間中に会社から解雇した場合、本助成金の対象事業
者から除外となるので注意する。
　※計画や申請を行なう前に、最新の手続きについて十分に
確認をして欲しいとしている。
　※詳細は、厚生労働省 人材開発支援助成金 で検索

　■申請前の準備としては次のことがある。①職業能力開発
推進者を決める＝企業内で社員の職業能力開発を円滑、効果
的に行なうために、その中心的な役割を果たす担当者として
決めておく。この場合、労務・人事・総務担当の役職者が望ま
しいが規定はない。また、届ける必要はない。確認など聞か
れる場合もある。②社員代表を決めておく＝組合がある場合
は組合の代表者。③新入社員の採用決定＝2025年採用の場
合は12月の初旬までに配属を決めておくことが望ましい。
新入社員の訓練は4月1日からが一般的。訓練期間は6 ヶ月か
ら2年以内。6か月又は1年がお勧めになる。
　■申請は3回。【1回目】「厚生労働大臣へ認定申請」4月から
開始の認定申請は12月から1月中旬までに提出。誰が、どこ
で、何時間、どんなカリキュラムで訓練を実施するかを申請
する。【2回目】「訓練実施計画届」訓練実施の必ず1か月前（2月
末日）までに提出。訓練の実施内容の申請になる。【3回目】「支
給申請」訓練期間終了後必ず2か月以内に提出。実際に行なっ
た訓練資料を揃える。これは、助成金額の決定及び支給のた
めの申請になる。
　■大臣認定に必要となる書類は、①実施計画認定申請書、
②実践型人材養成システム実施計画書、③教育訓練カリキュ
ラム、④ ジョブ・カード様式3-3-1-1：職業能力証明（訓練成
果・実務成果）シート、⑤ 提出書類の確認シート、⑥その他

（労働局長が提出を求める書類）になる。
　■支給申請期限は、①訓練期間（例：4月1日〜 9月30日場
合）、計画期間が終了した翌日から2か月以内（この例の場合
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　第12回公募の応募と採択結果

　第12回事業再構築補助金の応募件数は7,664件、採択件数
は2,031件（採択率26.5％）となった。
　採択内容をみると、「成長分野進出枠」で通常類型1,038件、
GX進出類型349件、「コロナ回復加速化枠」で通常類型317
件、最低賃金類型206件、「サプライチェーン強靭化枠」は
121件、合計2,031件となった。
　申請事業者の主たる業種別の応募・採択件数の割合は、応
募者、採択者とも製造業、卸売業・小売業、建設業の順に多い。
応募件数では、製造業27.0％、卸売業・小売業15.2％、建設業
13.7％が高く、採択件数では、製造業43.6％、卸業・小売業
13.3％、建設業12.8％となった。
　都道府県別の応募・採択件数は、共に東京都、大阪府、愛知
県が多い。多い順の詳細は、東京都の応募件数1,151件（採択
件数236件）、大阪府の応募件数845件（採択件数226件）、愛
知県の応募件数609件（採択件数204件）、兵庫県の応募件数
375件（採択件数95件）、神奈川県の応募件数313件（採択件
数89件）となる。ちなみに、応募件数が最も少ない県は鳥取
県の11件（採択件数3件）、高知県の15件（採択件数6件）、青
森県の27件（採択件数6件）となる。

　補助金申請額の分布で、①応募者数の件数は、1,500 〜
2,000万円未満が1,569件、1,000 〜 1,500万円未満が1,474
件、500 〜 1,000万円未満が1,135件、2,000 〜 2,500万円
未満が1,057件の順になる。②応募者・採択者の割合は、応募
者、採択者とも1,500 〜 3,000万円未満が最も多い。応募者、
採択者とも3,000万円未満が全体の約7割を占める。

　第12回事業再構築補助金採択企業

　【印刷関連企業：中部地区】
　■コロナ美術印刷㈱（愛知県名古屋市）
　事業計画名：業界最高品質の色彩表現で印刷するペーパー
クラフト製品の開発。
　ワイドカラー印刷などを活かした色彩表現豊かなペー
パークラフト製品を開発。ノベルティや土産品として自動車
ディーラー、インバウンド観光関連施設などをターゲットに
展開する。また、同人グッズとして一般顧客にも販売する。
　■ブラザー印刷㈱（愛知県岡崎市）
　事業計画名：DAM活用でハウスメーカーの営業を強力に
アシスト！新築・リフォームを彩るオリジナル建材の製造に
挑戦。
　デジタルアセットマネージメントシステムを活用し、ハウ
スメーカーの顧客営業をサポートする仕組みを構築するとと
もに、当社のデザインに優れた高品質の印刷物を制作するコ
ンピタンスをインテリア製品に展開する。
　■㈲名古屋工芸（愛知県名古屋市）
　事業計画名：ものづくり産業への貢献とグリーン化を実
現！ 3Dプリント関連事業の強化計画。
　2023年から3Dプリント関連事業に進出。現在、大手自
動車部品メーカー等から3Dプリント素材の製造など多くの
ニーズを頂戴しているが、本補助事業により3Dプリント関
連事業の事業（量産）体制の強化を実現し、自社の発展ととも
に、日本のものづくり産業とグリーン化の実現に貢献する。
　■㈱和田製作所（岐阜県郡上市）
　事業計画名：CAD ／ CAM設計と製缶技術を活用した塗装
用治具への展開。

再構築補助金の公募については、現時点では公表されていな
い。12回までの実績があるが、継続や廃止は経済状況や政府
の予算配分次第で変動する可能性がある。いずれにしても、
終了が懸念されるので他の支援策について検討しておくこと
も必要かと思われる。

　経済産業省は「事業再構築補助金」第12回の公募結果を公
表した。今回は、応募件数7,664件、採択件数2,031件、採択
率26.5％であった。採択企業の中から、印刷関連業界をピッ
クアップし、どのような新事業に挑戦しようとしているの
か、その計画を拝見してみた。なお、次回13回目となる事業

主たる業種別の採択件数割合

■事業再構築補助金公募結果

新規事業に挑戦する中小・中堅企業を支援　

第12回「事業再構築補助金」公募結果
応募件数：7,664件、採択件数：2,031件、採択率：26.5％
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

　当社は印刷機用カバーなどにかかる製缶板金を行なってい
るが、受注が不安定なことから、製缶板金で培った設計及び
加工技術を活用して、一定量の受注が見込まれる自動車レジ
スター用の塗装治具生産を開始する。これにより経営の安定
を図る。
　■那加印刷㈱（岐阜県各務原市）
　事業計画名：地域初の環境負荷低減型電子看板による屋外
広告事業への挑戦。
　地域の都市計画変更に伴う流入人口増加をビジネスチャン
スと捉え、弊社の立地を最大限活用した広告業を展開する。
モノ売りからコト売りへのサービス提供にビジネスモデルを
変革させ、高収益体質へ脱皮し、事業継続力の強化を図って
いく。
　■阿竹印刷工業㈱（三重県四日市市）
　事業計画名：地域企業の雇用と観光需要を促進するデジタ
ル広告サービス事業。
　事務用品の印刷を主として行なってきた。しかし、新型コ
ロナウイルス感染症・物価高騰の影響が長期化し、既存事業
の売上回復が見込めないなかで、「企画からアフターフォロー
まで顧客と並走するサポート体制」や「在籍デザイナーによる
ハイクオリティなデザイン」などの強みを活かした本補助事
業により新市場進出を実現する。
　【全国（抜粋）】
　■川口印刷工業㈱（岩手県盛岡市）
　事業計画名：デジタルマーケティングで顧客の販促支援を
ワンストップで提供する。
　紙媒体が減少し印刷市場が縮小する中、従来の印刷業か
ら、デジタルマーケティングで顧客の販促支援をワンストッ
プで提供する、あらたな広告業分野に進出する。
　■寒河江印刷㈱（山形県寒河江市）
　事業計画名：山形県民のための高品質な自費出版・個人出版
支援プロジェクト。
　地元の歴史や伝統文化、自然環境や農業に関する個人の研
究書籍、地元の作家や詩人による文学書籍など、地域の小団
体から個人向けのパーソナル市場に対して、自費出版・個人
出版物を提供する事業。
　■杉浦紙工㈱（群馬県高崎市）
　事業計画名：自社開発ブランド「Kohkin Safety Pack

（KSP）」による食品業界への進出。
　既存事業で行なっている工業製品用紙器パッケージ製造の

ノウハウを活用して、抗菌印刷を施した食品紙容器の製造を
実現し、テイクアウトやデリバリーで成長している自社開発
ブランド「Kohkin Safety Pack（KSP）」で食品・飲食業界へ新
市場進出を計画する事業。
　■旭新㈱（神奈川県横浜市）
　事業計画名：デジタルカラー印刷による高付加価値プラダ
ン市場への新規参入。
　既存事業だけでは新型コロナなどの影響を乗り越えること
が難しいと判断し、市場が拡大しているデジタルカラー印刷
分野へ新市場展開することで事業を再構築し、売上や利益を
増加させ、付加価値の向上を実現する。
　■㈱ケイツープリント（神奈川県足柄下郡）
　事業計画名：デザイン力を活かしたオーダーメイド販促物
の多品種提供事業。
　当社の専属デザイナーによる豊富なデザイン提案力と、自
社工場での全工程対応によるコスト削減を生かし、のぼり・
タペストリーなど新しい販促物印刷事業を展開する。市場の
拡大と既存取引先からの確かなニーズを捉え、競合に差をつ
ける多品種・小ロット・短納期でありながら圧倒的な低価格の
サービスを提供していく。
　■ツルミ印刷㈱（神奈川県横浜市）
　事業計画名：クロスメディアを活用した「イベントソリュー
ション事業」の実施。
　急回復するイベント業界へ参入するため、スマホアプリや
Webサイト構築によるバーチャルな情報発信と、印刷物に
よるリアルな情報発信の特長を融合させた、クロスメディア
を活用したイベントソリューション事業の実施。
　■日進堂印刷㈱（長野県松本市）
　事業計画名：環境配慮型エコノベルティの製造販売による
新分野進出。
　デジタル印刷機を活用しエコノベルティの製造開発を行な
う。得意とするデザインを活かし印刷物からITへ導くことが
できるようにして、ユーザーのDX化やSDGsを推進する。
　■三洋グラビア㈱（長野県伊那市）
　事業計画名：顧客からの高まる軟包装パッケージ需要に対
応する新工場建設事業。
　新工場では水性インキを活用したグラビア印刷と無溶剤型
ラミネーターでこれまで以上に環境に配慮した製品を製造す
る。また、食品安全やフードロス削減のニーズに対応し、地域
サプライチェーンの維持、強靭化を実現する。
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　日本政策金融公庫は、「中小製造業設備投資動向調査2024
年度修正計画（9月調査）」の結果を公表した。
　2024年度修正計画は、全業種合計で3兆344億円。上半期
は前年同期実績に比べて4.2％増加し、下半期は同11.7％増
加している。通期では、23年度実績に比べて8.1％増、全17
業種中14業種で増加した。
　業種別にみると、「木材・木製品」が前年比39.2％増、「輸送
用機械」が同32.6％増、「業務用機器」が同22.9％増、「パルプ・
紙」が同18.8％増、「金属製品」が同12.5％増と大きく増加し
ている。その他、電気機器、化学、食料品、窯業・土石、プラス
チックなども増加している。
　ちなみに、「印刷・同関連」は1.5％と伸びは低いが、前年度
実績のマイナス5.0％に比べると回復傾向が見られる。
　設備投資の内容は、「機械・装置」が1兆8,273億円、「建物・
構築物」が8,609億円、「工具・器具・備品など」が2,257億円、

「土地」が1,206億円となっている。
　設備投資の目的は、「更新、維持・補修」の33.9％が最も高
く、次いで、「能力拡充」28.5％、「新製品の生産、新規事業への
進出、研究開発」16.8％の順になった。これを23年度実績と
比べると、「新製品の生産、新規事業への進出、研究開発」が上
昇し、「更新、維持・補修」などの割合が低下している。
　※同調査は、7,573社で行なわれ有効回答数は5,507社（回
答率72.7％）であった。

み解く〟｣とのテーマで報告会を開催した。毎年行なわれて
いるこの調査は、今回53社（回答率55.2％）の会員企業が回
答した。会員企業各社の「2023年度実績」（2023年4月から
2024年3月）について、「前年度実績」を比較した回答を求め
た。以下、調査概要を紹介した。
　●売上高については、「増加」が43.7％、「減少」が39.6％と
なり、今回も増加した企業が上回った。
　●売上高に影響を与えた要因では、「値上げ交渉」、「新規獲
得」が上位を占めた。マイナス要因では、「市場環境（ペーパー
レス化、原材料価格）と回答した企業が多数を占めた。
　●営業利益については、「増加」が18社（37.5％）、「減少」が
23社（48.0％）となり、減少した企業が上回る結果となった。
　●営業利益に影響を与えたプラス要因では、「売上高の増
加」、「社内生産比率の増加」が上位を占め、マイナス要因で
は、「経費の増加」、「外部環境」と回答した企業が多くあった。
　●自社の強みについては、「製品・サービスの機能・品質」、

「オペレーション（生産プロセス／協力会社）」、「顧客対応サー
ビス」が上位で、逆に、自社の課題については、「マーケティン
グ・ブランディング」と回答する企業が多数を占めた。
　●今後展開したい業界については、「官公庁・自治体」が42
社と、前回に続き上位となったが、「IT・通信関連」23社をはじ
め、「サービス関連（医療／教育／エンタメなど）」32社、「金融
関連」29社、「製造・メーカー関連」27社と回答する企業が前
回よりも増加している。
　●価格転嫁の取り組みについては、「エンドユーザーへの交
渉ができている」35社、「元請企業への交渉ができている」30
社と、価格交渉は各社の努力が継続されているが、一方で、

「元請企業へ交渉したが受け入られない」7社、「エンドユー
ザーへ交渉したが受け入れられない」6社、「交渉していない・
交渉できていない」5社など、昨年よりも受け入れの動きが弱
まっている。

　中小企業庁が11月29日に公表した2024年9月「価格交渉
促進月間」フォローアップ調査結果によると、「価格交渉がで
きる雰囲気がさらに醸成されつつあり、コストの増額分を全
額価格転嫁できた企業の割合も増加した」とする一方で、転
嫁できた企業・できない企業の二極化が明らかで、「価格転嫁
率のさらなる向上が必要」としている。価格転嫁率の全業種
平均は49.7％で、「印刷」は48.5％になっている。
　＜印刷会社の具体的な声（一部抜粋）＞
　●使用用紙の価格に、労務費・エナルギー費・包装用副資材
の費用分も転嫁でき、価格交渉は全て受け入れてもらえた。
　●価格交渉を実施したいが、既存の取引が減少する可能性
がある旨の説明があり、価格交渉に応じてもらえなかった。
　●商品ごとの価格交渉については、占有率の高い主力商品
については値上げを認めてもらえない。　日本フォーム印刷工業連合会（市場委員会）では、11月19

日「フォーム印刷業界の現状と課題に関する調査報告書を〝読

業種別設備投資動向
※グラフの中の数字は2023 年実績比増
減率。横軸は、2023 年度実績における
業種別構成比

日本政策金融公庫  

｢中小製造業設備投資動向調査｣公表
「印刷・同関連業」は1.5％増

日本フォーム印刷

｢フォーム印刷業界の現状と課題｣
調査報告会開く

中小企業庁

｢フォローアップ調査結果」
印刷の転嫁率は48.5％

PICKUP NEWS
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　全日本印刷工業組合連合会では、中小印刷業の経営動態お
よび経営数値を的確に把握することを目的に、令和6年「印刷
業経営動向実態調査」を行なっております。調査結果は組合
員の皆様にご提供し、経営戦略に活用していただくこと等を
企図としております。ご多忙の折、大変恐縮ですがご協力賜
りますようお願い申し上げます。
　●実施機関：全日本印刷工業組合連合会
　●調査期間：令和6年11月29日（金）〜令和7年1月31日

（金）
　●調査対象：印刷業経営動向実態調査（Web調査）のメール
アドレスを登録されている組合員が対象。
　※メールアドレスが未登録でご回答いただける場合に
は、URLとIDパスワードを送信させていただきますので、
webmaster＠aj-pia.or.jp　までご連絡ください。
　●回答方式：メール記載のIDとパスワードにてログインし
ていただき、1月31日（金）までにご回答ください。
　●設問の中で回答を辞退したい項目がある場合は、未入力
のまま進めて【一時保存】で終了してください。そうすること
で回答件数にカウントされ、入力いただいた項目が集計に反
映されます。

　■第76回愛知県条例表彰（産業功労者）
　令和6年11月20日、細井俊男愛知県印刷工業組合元理事
長が、「多年、印刷業に従事するかたわら、関係団体の要職
にあって、組合の強化充実と地域産業の活性化に尽力し、
産業の振興に貢献された」功績を高く評価され、愛知県表
彰条例に基づき、愛知県知事から表彰された。

　■秋の叙勲・褒章　藍綬褒章受章（団体功労者）
　鳥原久資愛知県印刷工業組合前理事長（既報）
　■愛知県中小企業団体中央会会長表彰（組合功労者）
　〇加藤義章愛知県印刷工業組合副理事長、〇渡邉茂央愛知
県印刷工業組合監事、〇太田善久愛知県印刷工業組合理事
　■愛知県職業能力開発協会会長表彰（技能検定委員永年
勤続功労者）
　〇加藤義章愛知県印刷工業組合副理事長

　全印工連CSR認定「第48期ワンスター認定」の募集が開始
されている。CSRは、企業が社会から信頼され魅力ある会社
となるための企業戦略・成長戦略であり、地域密着型の中小
印刷業においては、優秀な人材の確保や企業ブランドの確
立、顧客や金融機関による企業評価の向上などに繋がり、持
続可能な経営に寄与する。
　【募集期間】
　2024年11月1日（金）〜 2025年1月31日（金）。認定登録
は2025年3月の予定。
　【申請書類】
　全印工連CSR認定応募申込書に必要事項を記入し、全印
工連あてにFAXで申し込む。応募申込書の到着後、申請書類
が送られてくるので、次の①〜⑤の申請書類を提出する。①
CSR取り組み項目チェックリスト、②法令遵守宣誓書（所定
様式）、③納税証明書（税務署が交付した証明書）、④過去3
年の行政処分がないことの宣誓書（所定様式）、⑤添付書類

（CSR取り組み項目チェックリストで選択した項目を証明す
る書類）。
　【認定の概要】

　申請書類①〜⑤の提出後は、審査機関のCSR＆サステナビ
リティセンターにおいて書類審査を行ない、外部の有識者で
構成する全印工連CSR認定委員会において審査結果をもとに
認定が行なわれる。認定取得後は2年ごとに更新審査を行な
い、上位認定であるツースター認定の取得もできる。さらに、
ツースター認定取得後は最上位認定であるスリースター認定
の取得も可能。
　認定企業は、全印工連CSR認定マークを名刺、会社案内、
ホームページなどに表示して、積極的にCSRに取り組んでい
る企業であることを社会にアピールできる。
　【詳細については】
　ホームページ　全印工連CSR　検索
　
　※2024年10月現在のCSR認定企業は144社
　※CSR認定企業（愛印工組）
　【スリースター認定】新日本印刷㈱／㈱マルワ
　【ワンスター認定】木野瀬印刷㈱／半田中央印刷㈱／豊橋合
同印刷㈱／㈱愛知印刷工業／大信印刷㈱／㈱クイックス／サ
クラグループ／富士凸版印刷㈱

●令和6 年

｢印刷業経営動向実態調査」について

■全印工連  

第48期ワンスター認定募集中
募集期間2025年1月31日まで

ご協力のお願い

お知らせ

愛知県庁講堂で行なわれた表彰式。記念撮影に収まる
大村愛知県知事（右）と細井氏

受章および表彰
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　【持続可能な社会の実現に向け】
　職場において製造または取り扱われる化学物質は、数万程
度存在するといわれている。その内、人間や環境に対する危
険性・有害性を有する化学物質は約3,200程度あることがわ
かっている。厚生労働省では、化学物質による労働災害を防
止するため、労働安全衛生法に基づく新たな化学物質規制を
導入し、令和6年4月から施行している。また、環境省では、国
際的な潮流も踏まえつつ、持続可能な社会の実現に向け、事
業者による化学物質の自主的管理の改善を促進することな
どにより、環境の保全上の支障の未然防止を図っている。こ
うした経緯を踏まえて、厚生労働省等が主唱し環境省協力の
下、化学物質管理活動の定着を図るため、「化学物質管理強調
月間」が創設される。第1回の強調月間は、令和7年2月1日か
ら28日とし毎年2月に実施される。
　今回の措置について、「新たな規制の対象となる化学物資

（リスクアセスメント対象物）は順次拡大され、令和8年4月
までに約3,000物質程度が指定される予定である。これに伴
い、対策を講ずべき事業場の範囲が、従来の製造業中心から
第三次産業を含めた幅広い業種に大幅に拡大する。また、業
種・規模に関わらず、リスクアセスメント対象物を製造、取り
扱いなどを行なう全ての事業場において、化学物質管理者を
選任し、化学物質を管理させる必要があり、化学物質管理の
知見が十分でない第三次産業の事業場や中小零細事業場に対
しても、新たな化学物質規制を広く浸透させる取り組みが重
要となる」との見解を示し、その上で、「スローガン『正しく理
解　正しく管理　化学物質と向き合おう』のもとで展開する
ことにより、広く一般に職場における危険・有害な化学物質
管理の重要性に関する意識の高揚を図るとともに、化学物質
管理活動の定着を推進する」としている。
　【化学物質の自主的管理の改善を促進】
　実施事業者の主だった実施事項は以下の通り。
　①製造し又は取り扱っている化学物質の把握及び化学物質
の安全データシート（以下、「SDS」）などによる危険有害性の
確認。
　②特定化学物質障害予防規則などの特別規則、石綿障害予
防規則の遵守の徹底。
　③ラベル表示・安全データシート（SDS）公付、リスクアセ
メントの実施。

　第1回の「化学物質管理強調月間」が実施されるのに合わ
せ、環境省環境保健部では、化学物質の相談や化学物質アド
バイザーの派遣事業を行ない、化学物質の周知・啓蒙に努め
るとともに派遣事業の利用を呼び掛けている。
　この月間は、職場における化学物質による労働災害を防
止し、安全・安心して働ける職場管理を実現するためのも
ので、この月間を機に〝適切な化学物質管理活動の徹底〟を
お願したいとしている。また、化学物質について講演会や
勉強会を開きたい、との要望に応え、団体や事業所に講師
などを派遣する「化学物質アドバイザー制度」を行なう。
　【化学物質アドバイザーを利用したい場合】
　●リスクコミュニケーションに参加して、化学物質の解
説をしてほしい●社内の研修で化学物質管理のレクチャー
をしてほしい●化学物質に関する法規制や最新の情報を紹
介してほしい●工場からの排ガスや排水中の化学物質につ
いて知りたい●暮らしの中の化学物質について知りたい。
　【派遣にあたっての費用】
　アドバイザーの旅費・謝金は依頼者の負担になる。旅費
は実費。謝金は、会合出席及びそれに伴うアドバイス業務
は5,000円／ 1時間、講師は10,000円／ 1時間、を上限と
して規定されている。
　●複数回や一度に数人のアドバイザーの派遣：シリーズで
行なう勉強会など、複数回の派遣も可能。また、役割が多岐
にわたる場合や、グループワークを伴う研修会などには、一
度に複数人のアドバイザーを派遣することも可能。
　●派遣されるアドバイザー：派遣されるアドバイザーは
相談内容により適任者が決められるが、アドバイザー名簿
を参照し、希望のアドバイザーの派遣を相談することもで
きる。
　【制度についての問い合わせ先】
　環境省大臣官房環境保健部化学物質安全課：〒100-
8975 東京都千代田区霞が関1-2-2  TEL03-3581-3351

（内線6358）　e-mail:ehs@env.go.jp

　④化学物質管理者の選任状況の確認。
　⑤日常の化学物質管理の総点検。
　⑥スローガンなどの掲示。
　⑦化学物質による事故を想定した実地訓練などの実施。
　⑧化学物質管理に関する講習会・見学会、また、化学物質管
理への意識高揚のための行事の実施。
　※化学物質管理強調月間の詳細については、 化学物質管理
強調月間 で検索。

｢化学物質管理強調月間」にあわせ  
化学物質アドバイザーの派遣

リスクコミュニケーション・勉強会・講演会の講師に！

■事業場の化学物質管理の取り組み促進

｢化学物質管理強調月間」を創設

第1回：令和7年2月1日〜28日の1か月間

■スローガン

正しく理解 正しく管理 化学物質と向き合おう
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■「ワクワクぷりんと博覧会」本格始動

つながる　つくる　楽しむ
ワクワクぷりんと博覧会 2025 プロローグ

■期日：2025年1月31日（金）、2月1日（土）
■会場：ナディアパーク2Fアトリウム
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編 集 だ よ り
　あけましておめでとうございます。本年
もよろしくお願いいたします。2025 年（令
和 7 年）の干支は、乙巳（きのとみ）で、
60 年周期の干支の中で 42 番目に位置し

〝努力を重ね、物事を安定させていく〟と
いう意味合いを持つ年とされています。こ
の言葉通りになることを願いたいもので
す。今年もお役に立つ情報をお届けしてい
きます。ご期待ください。

連携、すべての産業とも積極的に協働して、
地域における『価値協創』をつくる会社を
目指しましょう。
　【特別セミナー②】
　■日時：1 月 23 日 ( 木 )11：00 〜
12：15
　■演題：「利益を最大化する革新的アプロ
ーチ」〜生成 AI がビジネスを変える！〜
　■講師：大橋慶三氏：㈱光文堂販売推進
部次長・DX スペシャリスト
　■内容：生成 AI の急速な進化が印刷業
界にも大きな波をもたらしている。生成
AI を活用することで、如何にしてビジネ
スの効率化と収益性向上を実現するか、実
演を交えながら解説する。
　※ 2 セミナーとも会場はホートメッセ
なごや会議ホール。聴講ご希望の方は、光
文堂担当営業または FAX052-331-4691
へ申し込みください。

　印刷機材の総合商社㈱光文堂（讃岐秀昭
社長）は、令和 7 年 1 月 22・23 の 2 日間、
名古屋市港区の金城ふ頭にある名古屋市国
際展示場（ポートメッセなごや）3 号館に
おいて、第 61 回光文堂新春機材展「Print 
Doors 2025」を開催する。この機材展は、
印刷機材の総合商社が主催する展示会とし
ては全国屈指の規模と内容を誇り、毎年 1
月に開催される中部地区恒例の新春行事と
して定着している。
　1964 年にスタートした新春機材展は、
今年で第 61 回を迎える。今回のメインテ
ーマは「SLIM ＆ STRONG　〜その先へ」
を掲げ、150 社 400 小間の規模で機材展・
コラボレーション展が開催される。
　印刷・情報関連産業の現在と未来を知
ることができる 2 日間。今回は「SLIM & 
STRONG 〜その先へ〜」をテーマに、印
刷業界が抱えている多種多様な課題を解決
するソリューションが提案され、特に、今
後の経営基盤を確立する参考になるととも
に、将来へ向けての設備計画の方向付けの
場として、大きな期待が寄せられている。
また、恒例の印刷ビジネス交流コーナー「コ

ラボレーション展」も併催され、情報交換
に華が咲く。印刷関連業界の活性化に向け
大きな期待が寄せられている。
　≪開催概要≫
　■会期：2025 年 1月 22 日（水）、23 日

（木）の 2 日間
　■開催時間：22 日 AM10:00 〜 PM5:00、
23 日 AM9:00 〜 PM4:00
　■会場：名古屋市国際展示場「ポート
メ ッ セ な ご や 」3 号 館（ 〒 455-0848 
名 古 屋 市 港 区 金 城 ふ 頭 二 丁 目 2 番 地、
TEL052-398-1771）
　■併催：コラボレーション展
　■併催：特別セミナー 
　≪後援団体≫
　愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業組
合、三重県印刷工業組合、（一社）日本グ
ラフィックサービス工業会愛知県支部、愛
知県製本工業組合、中部グラフィックコミ
ュニケーションズ工業組合、愛知県トムソ
ン工業協同組合、東海北陸シーリング印刷
協同組合

　講師に酒井愛印工組理事長
　【新春特別セミナー①】
　■日時：1 月 22 日 ( 水 )13：00 〜
14：15
　■演題：「価値創造が拓く未来」〜イノ
ベーションのジレンマ〜
　■講師：酒井良輔氏：愛知県印刷工業組
合理事長、知多印刷㈱社長
　■内容：「私たちは、ずっと競争してき
ました。『成功するから幸せになるのでは
なく、幸せであるからこそ成功する』。持
続可能な社会を実現するためには、個々の
人々が幸せであることが必要であり、誰か
に勝つことが目的とする社会ではなく、他
者の考えを受け入れ、自分の意思を表明で
きる社会が重要であると考えられます。
　『ものをつくるよろこび』『ひとにとどく
よろこび』『ともにのびるよろこび』。公民

■第61回光文堂新春機材展

｢Print Doors 2025｣開催
印刷業界の新たな戦略を提示
2日間は最新情報収集に絶好の場

ポートメッセなごや3号館

昨年のコラボレーション展

「Print Doors 2025」ポスター
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TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ

〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3丁目 7番 23 号
TEL :052-961-7661　FAX:052-961-7662


